
xCELLigence Application flyer ④ がん免疫キリング（遺伝子改変T細胞療法）

これまで、免疫細胞によるがん細胞のキリ
ングの測定には、クロムリリース・アッセ
イ、LDHリリース・アッセイ、フローサイ
トメトリー法が用いられてきました。しか
し、「RIを使う」「長期の傷害性を測定で
きない」「手間がかかる」などの課題があ
りました。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値
を測定することにより、がん細胞に対する
免疫細胞のキリングをラベルフリーで簡単
に測定していただけます。それだけでなく、
これまでの方法の様々な課題を解決するこ
とができます。

CAR-T細胞やTCR-T細胞の細胞傷害活性を

ラベルフリーでリアルタイムに測定

⚫ Non-RIで測定できます。

⚫ 短期（hours）だけでなく長期（days）の傷害活性を同一ウェルから連続的に
測定できます。

⚫ 同一ウェルのカイネティックデータを取得できるので、作用タイムポイントが
予測できないケース（例：複合免疫療法）でもキリング活性を見逃しません。

⚫ 低いET比（＝生体に近いコンディション）で測定できます。

⚫ これまでの手間を大幅に減らして簡単にデータを取得できます。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

96ウェル
x 1枚

16ウェル
x 3枚

96ウェル
x 6枚

384ウェル
x 1枚

96ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）

16ウェル
x 1枚

48ウェル
x 1枚

(心筋細胞用）



※ 本製品は試験研究用です。医療や診断目的にはご使用いただけません。

※ 価格、外観、仕様などは、予告なしに変更することがあります。

※ それぞれの商標や登録商標、製品名は各社の所有する名称です。

AC201120D

代理店

参考文献

CAR-T細胞（キメラ抗原受容体遺伝子改変T細胞）

データ例

ヒト悪性黒色腫細胞株Mel526に対するTCR-T細胞の細胞傷害活
性をリアルタイムでモニタリングした。ターゲット細胞播種24時
間後に腫瘍抗原ペプチドを2時間パルスし、その後でTCR-T細胞
を加えた。電気抵抗値はTCR-T細胞添加時点でウェル間の値を
ノーマライズした。

TCR-T細胞（T細胞受容体遺伝子改変T細胞）
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（データ引用：参考文献２） （データ引用：参考文献６）

⚫ PP65495-503ペプチド ＋ pp65-TCR-T細胞
水色（ET比 1:1）、オレンジ色（ET比 5:1）、紫色（ET比 10:1）

⚫ TARP4-13ペプチド ＋ TARP-TCR-T細胞
黄緑色(ET比 1:1）、青色（ET比 5:1）、ピンク色（ET比10:1）

⚫ 茶色はTCR-T細胞添加なしのネガティブコントロール

メソテリン（Mesothelin）を発現する胆管がん細胞株EH-CA1b
に対するCAR-T細胞の細胞傷害活性をリアルアイムでモニタリン
グした。ターゲット細胞播種24時間後にMesoCAR-T細胞
（MesothelinをターゲットするCAR-T細胞）を異なるET比で加
えた。

⚫ 赤色： ET比 8:1（MesoCAR-T細胞）

⚫ 黄緑色： ET比 4:1（MesoCAR-T細胞）

⚫ 青色： ET比 2:1（MesoCAR-T細胞）

⚫ ピンク色： ET比 8:1（コントロールT細胞）


